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Abstract 
This paper focuses on points of assessment items for Japanese language courses.  Mainly by 
reviewing the points of assessment items adopted in different phases of the post-war Showa era, 
and exploring what characterized each phase, the paper aspires to find out if there is anything of 
significance that can contribute to improving and enriching today's assessment procedure. 
First, we examine the period between the post-war 1940s, when the ideas on assessment items 
were initially formed, and the early 1970s.  This was the period when the major emphasis was on 
the teachers’ comments on individual students in their Cumulative Guidance Record. From the 
late 1950s to the early 1960s, the points of assessment items were based on the ultimate goals of 
the subject, whereas in the late 1960s the basis was expanded to include the goals set for each 
grade as well as the content of instruction.  These changes in focus show us that, the points of 
assessment items were centered on the course of study throughout the period, albeit it to an 
insufficient extent. 
On the basis of the above shift in focus, the paper then observes the period after the late 1970s.  
In this period, the assessment was done through educational development status on each 
assessment items, which fitted in with the course of study.  During this phase, the points of 
assessment items were reviewed in accordance with the revisions to the course of study, and at 
each revision, the emphases characteristic to the revision were specifically indicated.  As a result, 
the points of assessment items put higher priority on the systematic continuity of education in 
primary, junior-high and high schools.  It is also found that the points of assessment items relating 
to affective aspects exerted an overall influence of the goals of the subject. 
This paper concludes that, to form a more well-developed assessment standard for Japanese 
language courses that fully takes into account the unique characteristics of the subject, it is helpful 
to encourage teachers to learn about the historical shifts in the assessment focuses for the subject, 
and deepen their understanding on the framework of assessment built around the points of 
assessment items. 
As for the assessment of affective aspects, this should be reviewed in the light of historical shifts in 
the assessment focuses, to shape a more desirable form of assessments of “interest, willingness, 
and attitude ”, something which should be on the agenda. 
 



























 ① 昭和 22 年から 30 年発行の学習指導要領（試案を含む）に対応 




 ② 昭和 33（小・中学校）、35 年（高等学校）の改訂に対応 
②－１「小学校児童指導要録および中学校生徒指導要録の改訂について」（昭和36年2月13日付け 文初初第92号）
②－２「高等学校生徒指導要録の改訂について」（昭和38年1月5日付け 文初中第348号） 
 ③ 昭和 43（小学校）、44（中学校）、45 年（高等学校）の改訂に対応 
③－１「小学校児童指導要録および中学校生徒指導要録について(ﾏﾏ)」（昭和46年2月27日付け 文初初第150号）
③－２「高等学校生徒指導要録の改訂について」（昭和48年2月19日付け 文初高第145号） 





 ⑤ 平成元年（小・中・高等学校）の改訂に対応 
⑤－１「小学校児童指導要録、中学校生徒指導要録並びに盲学校、聾学校及び養護学校の小学部児童指導要録
及び中学部生徒指導要録の改訂について」（平成 3 年 3 月 20 日付け 文初小第 124 号） 
⑤－２「高等学校生徒指導要録並びに盲学校、聾学校及び養護学校の高等部生徒指導要録の様式例等の改訂に
ついて」（平成 5 年 7 月 29 日付け 文初高第 162 号） 
 ⑥ 平成 10（小・中学校）、11 年（高等学校）の改訂に対応 
⑥「小学校児童指導要録、中学校生徒指導要録、高等学校生徒指導要録、中等教育学校生徒指導要録並びに
盲学校、聾学校及び養護学校の小学部児童指導要録、中学部生徒指導要録及び高等部生徒指導要録の改善
等について」（平成 13 年 4 月 27 日付け 13 文科初第 193 号） 
  ⑦ 平成 20（小・中学校）、21 年（高等学校）の改訂に対応 
⑦「小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習評価及び指導要録の改善等につ
















































書写（小中）  文字を思い起し(ママ)て正しく書く能力、文字を効果的に書写する能力など。 
読解（小中高）  読解には鑑賞、批判を含む。 























４  聞き話し読み書く能力をいっそう確実にするために、国語に対する関心や自覚をもつようにする。 








聞く   正しく話を聞く態度や技能を身につけている。 
話す   正しくわかりやすく話をする態度や技能を身につけている。 
読む   正しく文章を読む態度や技能を身につけている。 
作文   正しくわかりやすく文章に書く態度や技能を身につけている。 





































聞く   話を確実に聞き取る態度や技能を身につけている。 
話す   わかりやすく効果的に話す態度や技能を身につけている。 
読む   文章を正確に読解し、鑑賞することができる。 
作文   的確に文章に書き表わす(ママ)ことができる。 






































  昭和 38 年の通達（②－２）による評価の観点の趣旨は次のとおりである。 
  この時、評定については、「高等学校の学習指導要領」に定める当該教科・科目の目標に照らすこ
とが明示された。 
国語への関心   国語の理解、表現に対する関心や自覚を深め、国語を尊重して、その発展に寄与しようと
する。 
技能・態度   目的や場に応じて、正しく的確に聞くこと、話すこと、読むこと、書くことのできる技能
や態度、また、言語文化を理解し鑑賞する技能や態度を身につけている。 










































  昭和 43 年に改訂された小学校学習指導要領の教科目標は次のとおりである。 
  生活に必要な国語を正確に理解し表現する能力を養い、国語を尊重する態度を育てる。 
  このため、 
１  国語で思考し創造する能力と態度を養う。 
２  国語による理解と表現を通して、知識を身につけ、心情を豊かにする。 
３  国語による伝達の役割を自覚して、社会生活を高める能力と態度を養う。 
４  国語に対する関心を深め、言語感覚を養い、国語を愛護する態度を育てる。 
  昭和 46 年の通知（③－１）による、小学校の評価の観点の趣旨は次のとおりである。これまでは
教科目標をほぼそのまま趣旨として用いていたが、それのみではなく、学年目標、指導事項も踏ま 
えて記述したと思われる（この点は、中・高等学校も同じ）。 
聞くこと   話を正確に聞き取る能力や態度を身につけている。 
話すこと   わかりやすく効果的に話す能力や態度を身につけている。 
読むこと   文章を的確に読む能力や態度を身につけている。 
作文   文章を適切に書く能力や態度を身につけている。 
書写   文字を正しく整えて書く能力や態度を身につけている。 
 観点については、体言止めになったことを除いてこれまでと変わりはない。なお、小学校学習指



















  昭和 44 年に改訂された中学校学習指導要領の教科目標は次のとおりである。 
  生活に必要な国語の能力を高め、国語を尊重する態度を育てる。 
  このため、 
１  国語によって思考し、理解し表現する能力と態度を養う。 
２  国語による理解と表現を通して、知識を身につけ、考えを深め、心情を豊かにする。 
３  国語による伝達を効果的にして社会生活を高める能力と態度を養う。 
４  言語文化を享受し創造するための基礎的な能力と態度を育てる。 
５  国語の特質を理解させ、言語感覚を豊かにし、国語を愛護してその向上を図る態度を養う。 
  昭和 46 年の通知（③－１）による評価の観点の趣旨は次のとおりである。 
聞くこと   話を正確に聞き取る能力や態度を身につけている。 
話すこと   わかりやすく効果的に話す能力や態度を身につけている。 
読むこと   文章を的確に読解し、鑑賞する能力や態度を身につけている。 
作文   文章を適切に書く能力や態度を身につけている。 
書写   文字を正しく整えて書く能力や態度を身につけている。 














  昭和 45 年に改訂された高等学校学習指導要領の教科目標は次のとおりである。 
 174
  生活に必要な国語の能力を高め、国語を尊重する態度を育てる。 






  昭和 48 年の通知（③－２）による評価の観点の趣旨は次のとおりである。 
知識・理解   国語の理解や表現を的確にするためのことばに関する知識を身につけている。 


















































  評価の観点の趣旨は次のとおりである（高等学校は、昭和 56 年の通知（④－２））。現在のように
教科目標が端的な一文になった結果、評価の観点の趣旨は、これまでにもまして、学年目標等の文
言を用い、発達の段階も踏まえた記述となっている。 
  小学校 







  文章や話の内容を的確に読んだり、聞いたりすることができる。 
聞く 




  中学校 
表現の能力   考えを的確に表現することができる。 
表現（書写）の能力   文字を正しく美しく速く書くことができる。 
理解の能力   話や文章の内容を的確に理解することができる。 
言語に関する知識・理解   文法・語句・語彙などの国語に関する知識を身につけている。 
国語に対する関心・態度   国語に対する関心をもち、進んで表現し、読書に親しむ態度を身につけている。
  高等学校 
表現の能力   相手や目的に応じて、事柄や考えを適切に話したり書いたりすることができる。 
理解の能力   話の内容を的確にとらえ、文章や作品を的確に読解し鑑賞することができる。 
言語に関する知識   表現や理解に必要な文法、語句、語彙など、国語に関する知識を身につけている。 



































イ  目標に準拠した評価を観点別に行うことを基本とするようになった時期 















表現の能力   自分の考えを豊かにして、目的をもって話したり、自分の考えを順序よく的確に文章
に書いたりする。 









表現の能力   自分の考えを豊かにしたり深めたりして、目的や場面に応じ、筋道を立てて話したり
文章に書いたりする。 






  高等学校 
関心・意欲・態度   国語や言語文化に対する関心を深め、国語を尊重してその向上を図り、進んで表現し
たり理解したりしようとする。 
表現の能力   自分の考えをまとめたり深めたりして、相手や目的に応じて筋道を立て、表現を工夫
して話したり文章に書いたりする。 
理解の能力   話し手や書き手の考えに即して内容を正確にとらえ、自分の考えを深めたり発展させ
たりしながら話や文章を的確に理解する。 













































































   (高等学校) 





23 30 36 46 55 3 13 22
24 38 48 56 5
  小学校 × ① × × ⑤ ① ① ①
  中学校 × ① ⑥ × ⑤ ① ① ①








する意識調査（注 22）によると、今なお、小学校で約 40％、中・高等学校で約 30％、が、「関心・意欲・
態度」の評価を円滑に実施できているとは感じていない。今回の評価の改善に関する討議において
も、妥当性、信頼性という点から、この観点について単独の観点で評価することの是非に言及する




















       『中学校国語指導書』（文部省）1959.8 pp.9 
（注９）上野芳太郎、安達健二『新指導要録の解説』帝国地方行政学会 1961.4 pp.53-54 
（注 10）「初等教育資料」（文部省）1961.3 pp.17 
（注 11）『中学校国語指導書』（文部省）1959.8 pp.22 
（注 12）「中等教育資料」（文部省）1961.3(臨時増刊号) pp.38 
（注 13）『中学校国語指導書』（文部省）1959.8 pp.17 
（注 14）増田信一『音声言語教育実践史研究』学芸図書 1994.10 pp.117-171 
（注 15）輿水実「国語科における診断と評価の問題点」（「国語科研究資料 ７集」明治図書）1976.3 pp.14-15 
（注 16）『小学校指導書 国語編』（文部省）1969.5 pp.7 
『中学校指導書 国語編』（文部省）1970.5 pp.11 
（注 17）「中等教育資料」（文部省）1971.3 pp.60-61 
（注 18）「中等教育資料」（文部省）1973.5 pp.61 
（注 19）「初等教育資料」（文部省）1980.5 pp.84 
（注 20）これ以降、国語科の評価を組織的に考察したものとして『国語科評価論と実践の課題』（全国大学国語教育学会 明
治図書 1984.2）、昭和の戦後期における評価論をまとめた『国語科教育評価論』（国語教育基本論文集成 30 明治
図書 1993）、個人の実践をまとめた『国語科評価の実践的探究』（益地憲一 渓水社 1993.7）など、多くの著作、
論文が公表されている。 
（注 21）『国語科教育学研究の成果と展望』（全国大学国語教育学会編）明治図書 pp.43 




（受理日：平成 23 年３月 15 日） 
